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 ７月２８日（金）に飯田高原お宝探検隊の活動で川遊び＆生き物調べを行いました。 

 今年は児童２５名に加え、九重町で社会教育主事現地研修を受講している９名も参加し、一緒

に活動を行いました。イカダに乗って川を流れてみたり、水中眼鏡と網を使って生き物探しに没

頭したり、平たい石を探して水切りにチャレンジしたりとそれぞれが川での活動を楽しみまし

た。また九重ふるさと自然学校の方より、見つけた生き物についての解説もあり、児童たちは自

分たちが見つけた生き物について学ぶこともできました。 

 来年度も天候に恵まれ、川に親しむ活動ができることを願っています。 

（玖珠土木事務所より） 

飯田高原中村線 道路改良工事のお知らせ 
８月��日（木）よりヘアーサロンタガワさんから飯田小学校手前の区間が工事着工となります。

工事中、工事施工範囲内の施設の方々・近隣住民のみなさま及び飯田地区内のみなさまには、通

行など大変ご迷惑をおかけいたしますが、工事中及び工事完了まで何卒ご理解・ご協力の程宜し

くお願い致します。 

なお工事期間中は、工事進捗状況に応じて交通誘導員及び工事用信号機による片側交互通行（基

本は、終日）と致します。作業時間帯は�：��～��：��です。 



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※※※ 
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４５０万部を超えるベストセラー『バカの壁』の著者 
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先生が九重にやってくる！（第２弾） 

 

 

《 講演会 》 
日時／場所 令和５年１０月３１日（火）１９時～／九重文化センター・ホール 
演題 『養老先生の子育て論』～自然とのふれあいが子どもの脳とからだを育てる～ 

 
 先月号で、講演会実現のための実行委員会が
設立されたこと、養老孟司先生のプロフィール
等お知らせしましたが、今月は養老先生の珠玉
の名言・格言を紹介します。（インターネットより） 
◇人生でぶつかる問題に、そもそも正解なんて
ない。とりあえずの答えがあるだけです。 

◇変わっていくこと、それが学ぶということ。
知るということです。自分が変わっていなか
ったら、何も学んでいないと思えばいい。 

◇暇が無い、というのは気分であって、必ずし
も事実ではない。結論を急ぎすぎて経過を楽
しまない。それが忙しいということである。 

◇壁は全て、自分が作っている。 
  

 
◇本当に好きなら苦労はいとわない。苦労が苦
労ではないからである。苦労したくないな
ら、結局それほど「好きではない」のである。 

◇人間を構成している成分は約１年で９０％
入れ替わる。人間は川のように流れ移り変わ
る。本当の自分など存在しない。 

◇自然というのは常に受け入れるところから
始まる。 

◇天才といわれる人はほとんどが努力。人より
秀でている部分を余分に良く使う。 

◇どん底だと思ったら、もっと掘れ。などなど。 
 
参考動画 YouTube チャンネル『【公式】養老孟司』
で数々の講演内容が紹介されています。ぜひ視聴を。 
 

 
令和５年度 ４つの「部会」が 始動 ‼ 

 
 令和５年度の各部会（環境部会、体育・健康
福祉部会、教育文化部会、地域づくり部会）が
開催され、今年度事業について協議されました。 
□環境部会（７月１３日開催） 
 外来種駆除、カーブミラーの点検・清掃、 
 ゴミ問題の学習と施設〔清掃センター〕見学 
□体育・健康福祉部会（７月１８日開催） 
 家族で“手花火”大会〔８月１９日（金）〕 
飯田高原ウォーキング、くらサポ飯田の支援 

 

□教育文化部会（７月１９日開催） 
 お宝探検隊の支援、赤ちゃんサロンの支援、 
 学校公開日に参観、「飯田カフェ」に参加 
 歴史マップ作り、旧道ウォーキング、 
 ドライブインシアター〔１２月８日（金）〕 
□地域づくり部会（７月２１日開催） 
 議会「一般質問」の傍聴〔６月（済）、９月、
１２月、３月〕、飯田ふれあい夢食堂の支援等 
が審議され、実施することが決定されました。 

  
日本人が忘れかけている季節を表す言葉 その⑦ 和風月名（わふうげつめい） 

  
睦月・如月・弥生・卯月・皐月・水無月・文月・葉月・長月・神無月・霜月・師走 

 
１年で最も気温が高く、大汗をかいて過ごす

時期ですが、「葉月」は葉が散り始める月という
意味。旧暦では秋の始まりの季節だからです。
夏の季語と勘違いされがちな「盆踊り」も実は
秋の季語です。お盆の期間は地域によって異な
りますが、大部分の地域では８月に行われるこ
とが多いようです。各地で花火大会や夏祭りが
催され、夏本番といった風情が漂いますが、お
盆を過ぎれば朝夕は少しばかり涼やかな風が
吹きはじめ、秋の気配も感じられるようになり
ます。 

 

 
盆踊り：お盆の時期に社寺や公園、商店街など
で行われる踊り。列を組んで練り歩く行列形式
と、やぐらの周囲を回る輪踊り形式がある。 
 お盆に迎えた死者の霊魂を踊りで慰め、あの
世へ再び送り返すとともに、この世の人々も生
きている喜びと先祖への感謝を感じることを
その意義としている。また、踊りで厄災を祓う
目的もあるらしい。大太鼓、笛、鉦（かね）、三
味線などに合わせて、地方ごとに伝わる踊りを
繰り返すのが本来の踊り方といわれる。全国的
に有名な盆踊りは、阿波踊り、郡上踊りなど。 

  

 ８月は、大分県部落差別等あらゆる不当な差別をなくす運動 月間 です。 

                                                             

～「部落差別（同和問題）」を正しく理解し、人権問題の解決に取り組みましょう！ ～ 
  




